
研究テーマ 学力向上検討委員会構成

徳島県立富岡東中学校
「学力向上実行プラン」

中高一貫教育の特性を生かし、
生徒一人一人に「確かな学力」をつける教育内容の創造

学力向上推進員
　紅露　瑞代
（学力向上・進路指
導主事・理科主任）

委員
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任）、森岡宏文（数学科主任），田所寿美（英語科主任）

平成３１年度（令和元年度）

よ
　
さ

　各教科において基礎的・基本的な知識・技能の
習得の一定の成果が見られる。

①基礎的・基本的な知識・技能が確実に身についている。
②宿題や課題を通して充実した学習ができる。

①定期テストの基礎的・基本的な知識・
技能を問う問題についての達成率が９
０％以上
②宿題をきちんとやっている生徒数が９
０％以上

課
　
題

基礎的・基本的な知識・技能の習得が十分である
とはいえない生徒が一部いる。 ①基礎的・基本的な知識・技能を問う問題（ＲＲＣも含む）

で目標に達成しなかった生徒に課題や再テスト等を実施
する。
②基礎的・基本的な知識・技能となる語彙力の向上をめざ
し、富東タイムを計画的に実施する。
③定期的に学習計画を実施する。

①ＲＲＣは年間３回以上行い，達成でき
なかった生徒に個別指導の実施
②富東タイムを毎日実施
③学習計画を各学期に１回実施

校長

　宮井　玲夫
（１）基礎的・基本的な知識・技能の習得

児童生徒の状況 具体的目標（めざす子供の姿） 成果指標 中間期の見直し 取組状況 達成状況

C

①定期テスト，ＲＲＣ実施教科の基礎的・基本的な知識・技能
を問う問題において，社会，保健体育，技術・家庭科は成果指
標を達成した。全ての教科での達成率は８０％より高い。②富
東タイムに積極的に取り組んだと回答した生徒数は全体の９
１．４％だった。③宿題をきちんとやっている生徒数は全体の９
２．３％だった。

具体的方策（教員の取組） 取組指標 評価 次年度における改善事項

①ＲＲＣを年間３回実施し，達成できなかった生徒全員に個別
指導を行った。②富東タイムでは年間を通して毎週計画的に
読書や基礎英語などを実施した。③定期テストの範囲発表後
すぐに生活実態調査を実施した。

　各教科の基礎的・基本的な知識・技能の定着をめざし，次年度に向けてＲＲＣや小テストなどでの振り返
りをさせ，個に応じた指導を行う。基礎的・基本的な知識・技能の定着のための富東タイムを充実させ，ま
た，その意義指導を充実させる。宿題の取り組み方についての指導を個別に行う。

（２）知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況 具体的目標（めざす子供の姿） 成果指標 中間期の見直し 達成状況

よ
　
さ

　各教科で習得した基礎的・基本的な知識・技能を
活用して，意欲的に課題解決に向かうことができ
る。他者から学び，思考力・判断力・表現力等を高
めようと努力できる。

①各教科で根拠を基に自分の考えをわかりやすく話したり
書いたりすることができる。
②総合的な学習の時間やＲ＆Ｒ（リサーチ＆リポート）に主
体的に取り組み，思考力・判断力・表現力等が身について
いる。

①定期テストの活用を問う問題につい
ての達成率が７０％以上
②総合、Ｒ＆Ｒを通して思考力・判断
力・表現力等が高まったと感じた生徒数
９０％以上

①全ての教科でアクティブラーニングを毎月１回は実施し，各
学期に１回の相互参観授業を行い，必要に応じてＩＣＴを活用
した。②総合的な学習の時間やR＆Rで，生徒全員がレポート
を作成し，ポスターセッションなどの発表を学級，学年，学校全
体で，また全国中高一貫教育研究大会で行った。

①定期テストの活用を問う問題において，社会，数学，理科，
保健体育，技術・家庭，英語で成果指標を達成した。②総合
的な学習の時間，Ｒ＆Ｒで思考力・判断力・表現力等が高まっ
たと感じた生徒数は全体の８７．２％だった。

具体的方策（教員の取組） 取組指標

取組状況

評価

課
　
題

　小集団で考えを発言することができるが，大きな
集団になると十分な発言ができないことがある。 ①全教科で自分の考えを明確にさせた「主体的・対話的で

深い学び」の実践を充実させる。
②総合的な学習の時間やＲ＆Ｒの時間に複数の教員が
関わることで個別指導を充実させる。

①アクティブラーニング・ＩＣＴを導入した授業
相互参観を学期に１回実施
②総合的な学習の時間やＲ＆Ｒで生徒全員
がレポートなどの作成・発表を学期１回以上
実施

B

　基礎的・基本的な知識・技能の定着を充実させ，今後もアクティブラーニングによる思考力・判断力・表現力を育成す
るとともに，個に応じた指導を行う。中高連携の授業研究においてアクティブラーニングによる思考力・判断力・表現力
等の育成のための研修を重ね，授業実践に生かす。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況 具体的目標（めざす子供の姿） 成果指標 中間期の見直し 達成状況

よ
　
さ

　ほとんどの生徒が基本的な生活習慣が身につい
ており，宿題や生活ノートを提出できる。

　目標や将来の夢の実現に向けて学習計画を立て，持続
的に努力することができる。

①授業に意欲的に取り組む生徒数９
０％以上
②テスト前の学習時間が２時間以上の
生徒数９５％以上
③卒業時に漢検３級以上，英検３級以
上合格した生徒数が１００％

①どの教科も毎時間授業の課題（めあて）を明示して授業を行った。
Ｒ＆Ｒ全体発表会を中学生全員と保護者を招いて実施した。高校と
連携したESD学習や学校行事など，年間１０回以上実施した。②学習
計画は各学級の学習委員による呼びかけとともに各学期に１回以上
実施，家庭学習調査を５回実施した。③漢検・英検で卒業時全員３級
以上の取得を目指して取り組み，取得を目指した対策を個に応じて
指導した。

①積極的に学習に取り組んだ生徒数は全体の９１．４％だっ
た。総合的な学習の時間やＲ＆Ｒ等の学習を主体的に取り組
んだ生徒数は全体の８７．２％だった。②テスト前の学習時間
が２時間以上の生徒数は全体の８５．３％だった。③生徒全員
が学習・進路目標を持ち取り組んだ。英検は９８．７％，漢検は
８２．５％の生徒が３級以上を取得した。

具体的方策（教員の取組） 取組指標

取組状況

８月

評価 次年度における改善事項

課
　
題

　自ら課題を見つけ，主体的に学習に取り組むこと
が困難な生徒がいる。 ①授業の課題（めあて）とまとめを明示する。

②定期的に生活実態調査を実施する。
③英検，漢検等の受検へのはたらきかけを充実させる。

①課題とまとめを毎時間明示
②生活実態調査を年間５回実施
③英検や漢検等の勉強の仕方や個別
指導の実施

B

　主体的な学習が取り組めるよう今後も中高の連携を継続させる。学習・進路目標を持たせ，定期的に生活実態調査
等を実施し生活・学習の振り返りをさせ，個に応じて家庭学習の習慣を身につけさせる指導にあたる。英語検定や漢
字検定だけでなく，数学検定やニュース検定にも多数の生徒が受検していることから，このような機会を来年度も持
ち，主体的に取り組む態度を育む。
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